
R6年度　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　対象事業一覧

№ 交付対象事業の名称

計画時点の事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

計画額
（単位：円）

実績総額
（単位：円）

交付金充当額
（単位：円）

成果・効果

1

令和５年度低所得世
帯支援事業追加給付
分【物価高騰対策給付
金】

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の方々の
生活を維持する。
②低所得世帯への給付金及び事務費
③R５,R６の累計給付金額
　R５年度分の住民税非課税世帯　8,334世帯×70千円　　のうちR６計
画分
④R５年度分の住民税非課税世帯　（8,334世帯）

19,110,000 19,110,000 19,110,000

物価高による家計への影響が特に大きい低所得世
帯を支援することにより、対象世帯の負担軽減に
つながった。
・給付金額：7,840千円
・給付世帯数：112世帯

2
給付金・定額減税一体
支援事業

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の方々の
生活を維持する。
②低所得世帯への給付金及び事務費
③R５,R６の累計給付金額
　令和５年度均等割のみ課税世帯　3,000世帯×100千円、令和６年度非
課税化世帯　900世帯×100千円、
　令和６年度均等割のみ課税化世帯　850世帯×100千円、子ども加算
1,850人×50千円、
　定額減税を補足する給付の対象者　19,000人　(746,700千円）
　のうちR６計画分
　事務費　52,332千円
　事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料等）　業務委託
料
　人件費　その他　として支出]
④低所得世帯等の給付対象世帯数（4,750世帯）、定額減税を補足する
給付の対象者数（19,000人）

991,532,000 789,183,616 789,183,616

物価高による家計への影響が特に大きい低所得世
帯を支援することにより、対象世帯の負担軽減に
つながった。
＜R5均等割＞
・給付金額：204,800千円
・給付世帯数：2,048世帯
＜R5こども加算＞
・給付金額：58,200千円
・給付人数：1,164人
＜R6均等割非課税化世帯＞
・給付金額：82,000千円
・給付世帯数：820世帯
＜R6均等割のみ課税化世帯＞
・給付金額：56,400千円
・給付世帯数：564世帯
＜R6こども加算＞
・給付金額：14,050千円
・給付人数：281人
＜定額減税を補足する給付＞
・給付金額：715,980千円
・給付件数：17,495件

3
給付金・不足額給付一
体支援事業

①物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の方々の
生活を維持する。
②低所得世帯への給付金及び事務費
③R６の累計給付金額
　令和６年度住民税均等割非課税世帯　9,000世帯×30千円、子ども加
算　950人×20千円　　のうちR６計画分
　事務費　19,087千円
　事務費の内容　　需用費（事務用品等）、役務費（郵送料等）、業務委託
料、人件費として支出]
④低所得世帯等の給付対象世帯数（9,000世帯）

308,087,000 279,845,400 279,845,400

物価高による家計への影響が特に大きい低所得世
帯を支援することにより、対象世帯の負担軽減に
つながった。
＜均等割非課税世帯給付＞
・給付金額：231,050千円
・給付世帯数：7,705世帯
＜こども加算給付＞
・給付金額：１５２８０千円
・給付人数：764人

4 商業活性化推進事業

①原油価格・物価高騰による消費の縮小、事業者のコストアップによる収
益減少を防止するため、プレミアム商品券を発行し、消費を刺激すること
で、事業者の適正な価格転嫁を促すとともに、市民生活における経済的
支援を図る。
②プレミアム率20％及び付帯事務費を補助
③プレミアム分、付帯事務費
　鹿沼商工会議所：プレミアム分50,000千円（発行総額2.5億円への
20%上乗せ、補助：2,000円×25,000セット）
　付帯事務費9,000千円
　計59,000千円
　粟野商工会：プレミアム分4,000千円（発行総額20,000千円への
20%上乗せ、補助：2,000円×2,000セット）
　付帯事務費3,000千円
　計7,000千円
④鹿沼商工会議所、粟野商工会
　事業の対象：鹿沼市全世帯

66,000,000 65,792,380 65,792,380

短期間流通型のプレミアム付商品券を発行するこ
とで、緊急経済対策として市民に幅広く利用いた
だき、地元消費の拡大と地域経済の活性化を図る
ことができた。

5
キャッシュレス決済ポ
イント還元事業

①原油価格・物価高騰により打撃を受けた市内経済における消費喚起を
図るとともに、キャッシュレス決済の普及を図ることで、物価高騰等の影
響で苦しむ市内事業者の支援を行うことを目的とする。
②委託料
③ポイント還元分50,000千円（決済額の20%）
　1回上限2,000円分×25,000回=50,000千円
　事務運営委託料6,000千円
④鹿沼市キャッシュレスキャンペーン実行委員会
　事業の対象：鹿沼市全世帯、キャンペーン参加事業者

56,000,000 49,791,920 49,791,920

市内商店等に対してキャッシュレス決済の普及を
進めるとともに、ポイント還元を実施することで消
費を大きく喚起し、エネルギー価格や物価高騰等
の影響を受けている事業者の事業継続を支援につ
なげることができた。
①事業参加店舗：約400店舗
②キャッシュレス決済利用者数：約256百人

6
物価高騰分に係る学
校給食支援

①物価高騰分の賄材料費を支援することで、学校給食費を値上げするこ
となく栄養のバランスや量を保った学校給食を提供する。
②物価高騰分の賄材料費
③物価高騰分
　小学校　　　　　　　　1,000円×4,335人×11月＝ 47,685,000円
　中学校（1，2年生）　1,200円×1,483人×11月＝ 19,575,600円
　中学校（3年生）　　　1,200円×805人×10.5月＝ 10,143,000円
　計  　　　　                             　　　　　　　　　　　　   77,403,600円
④小中学校の児童、生徒

77,404,000 75,855,162 22,669,085
賄材料費の物価高騰分を支援することにより、保
護者負担を増加させることなく、栄養バランスや
量を保った学校給食を提供することができた。

7
いちご市かぬまキャッ
シュレスキャンペーン

①原油価格・物価高騰により打撃を受けた市内経済における消費喚起を
図るとともに、キャッシュレス決済の普及を図ることで、物価高騰等の影
響で苦しむ市内事業者の支援を行うことを目的とする。
②委託料
③抽選型ポイント付与分 909千円　（1,515ポイント×600人）
　事務運営委託料 1,291千円
④鹿沼市キャッシュレスキャンペーン実行委員会
　事業の対象：鹿沼市全世帯、キャンペーン参加事業者

2,200,000 1,760,615 1,760,615

市内商店等に対してキャッシュレス決済の普及を
進めるとともに、ポイント還元を実施することで消
費を大きく喚起し、エネルギー価格や物価高騰等
の影響を受けている事業者の事業継続を支援につ
なげることができた。
①事業参加店舗：約400店舗
②キャッシュレス決済利用者数：約800人
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